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P1

ここは人がたちいらない、ふかいふかいもりの中。

このもりにくらす、しゃくとりむしのナンは、やさしくてともだちおもいだけれど、とってもノ
ロマ。



P2

ともだちの、いもむしのテステや、トンボのキナからは、いつもこうどうがおそいと、もんくを
いわれてばかり。

でも３びきともなかがよく、もりのなかにそびえたつ、かみさまがすむという、せいなる木のま
えで、いつもあそんでいました。



P3

せいなる木にすむミノムシのウカは、このもりのちょうろうであり、かみさまのこえがきこえる
という、ふしぎなちからをもっていました。



P4

ある日ウカは、もりのじゅうみんたちをあつめ、こういいました。

「みなのもの、けさわたしに、かみさまからのおつげがあった。このせいなる木にのぼり、いち
ばんさいしょにてっぺんまでたどりついたものに、たからものをさずけるそうじゃ。」



P5

せいなる木へのぼることを、ふだんはゆるされていないもりのじゅうみんたちは、いっぴき、に
ひきと、たからものをめざし、そのたかい木にのぼりはじめました。



P6

しかしふしぎなことに、だれひとり、木のてっぺんまでたどりつくことができず、くびをかし
げて、あきらめておりてくるのでした。



P7

「いくらのぼっても、てっぺんはみえてこない」、「たからものなんてないのでは？」と、くち
にするじゅうみんたち。

しかし、ときがたつにつれ、「たからものにはほうせきがちりばめられている」とか、「たから
ものをさずかれば、えいえんのいのちがやくそくされる」など、うわさにおひれがつき、もり
のじゅうみんたちは、いろめきだちます。

そうして、こうきしんにかりたてられた、おおくのもりのじゅうみんたちが、木のてっぺんをめ
ざし、のぼりはじめました。



P8

すうじつご、いつものようにナンは、テステとキナがまつ、せいなる木のまえにおくれていくと
、２ひきはなにやら、はなしこんでいます。

「やあ、きょうもおくれてゴメン…」

「なあ、ナン、さっきウカさまにはなしをきいたところ、おりてこられなくなったいきものはい
ないというし、オレたちもこの木をのぼってみることにしたんだが、おまえはどうする？」



P9

「いや、ぼくはノロマだし、こんなたかい木にのぼれないよ」

「そうね、ナンはノロマだからやめておいたほうがいいわね」

「そうだそうだ、のぼっているうちに日がくれてしまいそうだ」

「うん···そうだね···」

ほんとうは、せいなる木にのぼってみたかったナンでしたが、じぶんにはむりだと、はなからあ
きらめていました。



P10

テステとキナがのぼったあと、ナンはひとり、せいなる木をみあげていると、ちょうろうのウカ
がはなしかけてきました。

「ん？ナンよ、そなたは、このせいなる木にのぼらないのか？」

「はい。でも、ほんとうはのぼってみたいのです。ウカさま、ぼくもいつか、せいなる木にのぼ
れる日がくるのでしょうか？ノロマなぼくは、てっぺんまでのぼることなんてできないのでしょ
うね…」

「ふむ、よいか、どんなゆうしゃでも、とちゅうであきらめれば、ぜったいにてっぺんまでいけ
ないのじゃ。そなたはノロマかもしれないが、さいごまであきらめずにのぼりつづければ、どん
なたかい木でも、いつかちょうじょうまでたどりつくとおもわんか？それにノロマなことと、て
っぺんをめざすことはかんけいないじゃろう」



P11

ナンは、じぶんもあきらめずにのぼれば、てっぺんまでいける気がしてきました。

「ウカさま、ぼくものぼってみることにします！」

「フォッフォッフォ、がんばるのじゃぞ」

じゅんびをおえたナンは、せいなる木にむかい、「ぼくだって、あきらめなければ、てっぺんま
でいけるんだ！」と、まるでゆうしゃのように、さいしょのいっぽをふみだしました。





P12

のぼりはじめてすぐに、テステがおなかをへらして休んでいました。テステはナンをみつけると
おどろいたように、こう言いました。

「ナン、のぼらないって言ってたのに···。おまえはノロマだから、いちばんこの木をのぼれそう
もないのに。どうしてきたんだい？」

「ボクがこの木をのぼりきれるかはわからないけど、さいごまであきらめずにのぼれば、きっ
とてっぺんにまでいけるのさ！ノロマとてっぺんをめざすことはかんけいないんだって。」

「てっぺんをめざすって？、そもそもたからものなんて、あるかどうかわからないのに。もうい
っしょにおりようぜ。」

「いや、ぼくはのぼるってきめたんだ。さきにいっているから。」

おなかがすいたテステにたべものをわけあたえ、じぶんできめたことをほこらしげに、ナンはさ
らにうえへのぼります。



P13

しばらくのぼっていくと、こんどはトンボのキナが目をまわしながらはなしかけてきました。

「あら、ナン、あなたよくここまでのぼってこられたわね···」

「ボクだってこのくらいはできるよ！それに、ノロマとてっぺんをめざすことはかんけいない
って、ウカさまがおしえてくれたよ。」

「あなたがてっぺんをめざす？むりよ。それにハネもないのに、とちゅうでおちたらどうするつ
もり？」



P14

ナンはちょっとだけ下をのぞくと、目もくらむようなたかさにすいこまれそうになります。

「で、でも、ぼくはのぼるってきめたんだ！」

キナのはなしをさえぎり、ちょっとだけふあんだけど、ナンはまたうえをめざしました。



P15

またしばらくのぼっていくと、ねむたそうなふくろうのハナシがかたりかけてきました。

「ファ〜ア、ノロマなナンがこんなところまでのぼっているよ。」

「ボクはノロマかもしれないけど、あきらめなければきっと、この木のちょうじょうまでいける
とおもってる。それに、ノロマとてっぺんをめざすことはかんけいないって、ウカさまがおしえ
てくれたんだ。」

「きみがてっぺんをめざすのかい？この木がどれだけたかいかしっているのかい？そらをとべる
ボクだって、うえまでいったことないのに。」



P16

ふくろうのハナシですら、いったことがないという木のてっぺんに、はたしてじぶんがいけるの
かどうか、とってもふあんになるナン。

「いや、ぼくはきみのいったことがない、てっぺんまでいくってきめたんだ！」

「ファーァ、まーがんばれよ。」

あくびをしながら、ハナシはねむりについてしまいました。

「ぼくはほんとうに、この木をのぼりきれるのだろうか…」

あしどりのおもくなったナンでしたが、それでもうえへ、うえへと、のぼっていきます。



P17

どれくらいのじかんをのぼりつづけてきたでしょうか。あたりはもう、うすぐらくなってきた
のに、いっこうに木のてっぺんはみえません。

ナンは、ほんとうにじぶんがてっぺんまでのぼれるのか、くらくなったらどうすればいいのか、
とてもふあんになり、上へのぼれなくなってしまいます。

「ちょっとだけやすもう。」

かんがえてみれば、あさからずっとのぼりつづけており、つかれてヘトヘトです。

ナンは木のえだのあいだにからだを入れ、ウトウトしだしました。



P18

すると上のほうからとつぜん、なにやらおそろしいこえがきこえてきました！

「おい、ナン！ノロマなやつめ！おまえがこの木をのぼれるとおもっているのか？」

あわてて目をあけると、わるいかおをした月のダロが、ナンにはなしかけてきました。

「みのほどしらずめ。おまえみたいなむしが、この木をのぼろうなんてバカげている！オレはこ
れからすがたをかくす。そうすればおまえは、くらくてのぼることもできずに、とちゅうでおち
てしまうだろうな！クックックッ。」



P19

ナンは、ダロのことばにおそれおののき、あしをふみはずしてしまいます。

あーーーーーっ！

まっさかさまにおちていくナンは、死をかくごしました。

「もうダメだ！」



P20

すると、ポスンッ！というおとともに、からだがおちていくかんかくがなくなります。

「いったいなにがおきたんだ？」



P21

ナンはそーっと目をあけてみると、ともだちのテステとキナが、やさしいえがおでたたずんでい
ました。

そして、ナンがおちたばしょは、ハナシのせなかでした。



P22

「ファ〜ア、きみはノロマで、おちてきたらこまるからと、キナがおねがいしてきたんだ。」

「いいえ、テステがわたしに、ナンはとちゅうで、こわくなってうごけなくなるかもしれない
から、いっしょにみにいこうよと、さそってきたからよ。」

「ゴメン、きみのことをノロマとか言ってバカにして···。もうしわけないことをいって、はんせ
いしているよ。」

ナンはおもいがけない、すけっとたちのしゅつげんにおどろきますが、とっさにさけびます。

「みんなほんとうにありがとう！たすけてくれてすごくうれしいよ！」



P23

「ぼくたちナンがここまでがんばるなんて、おもっていなかったんだ。でもきみのがんばっての
ぼるすがたをみていると、なんだかおうえんしたくなって…。これからぼくたちもきょうりょく
するから、この木のてっぺんのたからものをゲットしてきてくれよ！」

「みんな、ありがとう！」

そのやりとりを、ニヤニヤしつつ、うなづきながらみていた月のダロは、わかればいいのだとば
かりにすがたをあらわし、よるのせかいをあかるくてらしだしました。



P24

「ぼくがとべるところまでうえにいくから」と、ハナシはナンたちをせなかにのせて、よぞらに
とびたちます。

せいなる木は、上にいくほどけわしくなってきます。

「ぼくたちは、こんなところをのぼっていたんだね···」



P25

そして、しばらくのぼりつづけたハナシは、つかれてとべなくなります。

「ぼくにできるのはここまで。あとはきみたちだけでのぼっていくんだ」

「ハナシ、ここまではこんでくれてありがとう！ぼくたちがんばるよ！」



P26

「さー、つぎはわたしのばんね！」

ナンとテステを持ち上げたキナは、またよぞらにとびたちます。

くもがすぐちかくにあり、たかさにおどろきながら、ナンたちはてっぺんをめざし、のぼりつづ
けます。



P27

どれくらいのぼったか、キナはとぶのにつかれてしまい、うごけなくなってしまいます。

「ゴメン、わたしができるのはここまでよ。テステ、ナンをうえまでつれていってあげて！」

「まかしとけって！」

「キナ、ここまでほんとうにありがとう。ぼくぜったいにてっぺんにのぼってみせるよ。」

つかれてこえもでないキナにかんしゃしながら、ナンとテステはてっぺんをめざします。



P28

そのご、ナンとテステは、おたがいをささえ、はげましあいながら、木のみきをのぼりつづけま
した。

 

たかさにおびえるナンを、テステはしたからささえたり、おちそうになるナンはテステにひっし
でつかまったり、あしをすべらせたテステはナンをつぶしたりしながらも、のぼりつづけていき
ます。



P29

とちゅう、おなかがすいたテステのはらのむしは、どんどんなりひびき、ついにテステはうごけ
なくなってしまいます。

 

ナンとテステはひとやすみをして、このさきのけわしいみちのりにそなえます。
きっとじぶんだけだったらもうあきらめておりているだろうなと、ナンはおもいました。





P30

あきらめずにのぼるナンとテステは、木のみきからおちてくる、ゆきをよけながら、ひたすらて
っぺんをめざします。

 

けわしいみちのりなのに、にひきとも、なんだかたのしそうですね。





P31

だいぶそらがあかるくなってきたころ、とつぜん目のまえがパッとあかるくひらけます。

「ねぇ、ここ、ひょっとして？」

「うん。ひょっとして···かな？」



P32

「やったー！てっぺんまできたんだ！ぼくたちついにてっぺんまできたんだよ！」

二ひきはてっぺんについたことをよろこび、「たからもの」のことなどわすれてしまっていま
した。

ナンとテステは、おたがいをたたえあっていると、ひがしのかなたからお日さまがのぼってきま
した。



P33

お日さまはナンとテステに、こうかたりかけました。

「あなたたちはみごとに、このたかい木をのぼってきました。あなたたちのうち、だれかがきょ
うりょくすることをあきらめていたら、ここまでくることはできなかったでしょう。あなたたち
が手にいれた、たからものがなにかわかりますか？」

ナンとテステにはそれがなんとなくわかっていました。

「そうです、とってもきちょうなたからもの。それは······」



P34

あいてをおもいやるこころ
です!



epilogue

おしまい
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